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媒体特性にあわせ、冊子とWEBを使い分けています。
冊子 ：ダイジェスト版。CSR観点での重要な活動項

目を中心に、活動の要点を掲載しています。
WEB ：2011年度の報告を中心にGRIガイドライン

を参考にして、網羅的な情報を掲載。詳細なデ
ータも掲載しています。（2012年7月公開予定）

報告形態

2011年度（2011年4月1日～ 2012年3月31日）
※一部、期間以外の活動も含んでいます。

対象期間

TDKグループ※を対象としています。
※TDKグループ：TDK株式会社および国内・海外連結子会社125社

対象組織

特になし

対象期間中に発生した組織の重要な変更

2012年6月発行
（前回：2011年6月、次回：2013年6月予定）

報告書発行年月

CSR推進室：03-5201-7115

お問い合わせ先

オリジナリティあふれる多様な人材を、虹をモチーフ
とし、一つのハーモニーを奏でることで、社是を実践
していくイメージです。また、冊子の中のページにも
虹のイメージを展開し、その個性が作り上げる、TDK

の創造する夢のある社会を表現しています。

表紙デザイン

商号 ： TDK株式会社（英文商号：TDK Corporation）
本社 ：東京都中央区日本橋1-13 -1

設立 ：1935年12月7日
資本金 ：32,641,976,312円（2012年3月末）

企業概要

　本レポートは、TDKグループのCSR（企業の社会的
責任）活動をステークホルダーの皆様にご理解いただ
くことを目的に作成しています。
　前半部分では、経営理念を基本としたTDKの目指す
姿を示し、創業当時から現在へと引き継がれるTDKの
DNAと事業の広がり、世界各地の従業員が考える「夢・
勇気・信頼」を、「TDKグループのCSR」として紹介
しています。
　後半部分では、CSR観点での重要な活動項目に関連
するトピックスと活動実績の概要を紹介しています。
　「特集1」では、「技術による世界への貢献」として、
TDKが2020年の社会でどのように社会課題を解決し、
どのような社会づくりに貢献しているかを、若手開発
者が座談会で語り合いました。
　「特集2」の「人材の育成」では、TDKのモノづくり
の精神を次世代に伝承していく様子を紹介しています。
　「特集3」の「サプライチェーンにおける社会・環境
配慮」では、川中企業である当社の特徴として、お客
様からの要請を受ける「サプライヤー」としての立場
と、取引先への協力をお願いする「バイヤー」として
の立場、双方の視点でTDKのCSR調達への対応を紹
介しています。
　「特集4」では、「地球環境との共生」として、再生
可能エネルギーの普及が進む中、パワーコンデンサ事
業を通じたTDKグループの課題解決への挑戦をご紹
介しています。
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※画面は昨年度のイメージです。


